
蒲
原
新
水
道

の
建
築

と
経
営

に

ツ
い
て

(
二
)

増

田

廣

實

三

蒲
原
新
水
道

の
経
営

(
二
)

1

支
消
金
取
立
中
止
と
運
輸
会
社
の
発
展

富
士
川
運
輸
会
社
は
、
明
治
七
年
設
立
以
来
、
由
梨
県
に
よ
る
保
護
育
成

の
も

と
に
、
富
士
川
舟
運
を
独
占
し
て
発
展
を
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
八
年
十
二
月
に

は
二
十
二
か
所
で
あ

っ
た
分
社

・
出
張
所
は
、
十

一
年
四
月
に
は
五
十
五
か
所
に

(
1
)

増
加
し
、
附
属
船
四
百
三
十
六
艘
を
も

つ
ま
で
に
急
成
長
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
運
輸
会
社

の
独
占
に
対
し
、
十

一
年
十
月
鰍
沢
に
本
社
を

お
き
、
岩
渕
に
分
社
を
設
け
、
富
士
川
に
あ

っ
て

「
手
数
料
而
己
ヲ
以
テ
」
塩
を

は
じ
め
と
す
る
諸
荷
物
の
輸
送
に
あ
た
る
送
達
会
社
が
創
業
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

新
水
道
を
利
用
し
、
そ
の
建
築
支
消
金
取
立
を
行
う
運
輸
会
社

へ
の
明
ら
さ
ま
な

挑
戦
の
は
じ
ま
り
で
あ

っ
た
。

'

送
達
会
社
は
、
新
水
道
を
利
用
せ
ず
、
新
水
道
開
削
以
前
の
輸
送

方

法

に

よ

る
、
蒲
原
-

岩
渕
問
の
陸
送
を
復
活
し
て
、
支
消
金
取
立
の
行
わ
れ
る
運
輸
会

社
よ
り
荷
主

の
負
担
を
軽
減
し
、
こ
れ
に
対
抗
し
た
。
そ
の
た
め
運
輸
会
社
も
輸

送

コ
ス
ト
を
軽
減
し
、
送
達
会
社
の
挑
戦
を
除
け
る
た
め
に
、
前
節
で
述
べ
た
よ

う
に
支
消
金
取
立
中
止
に
い
た

っ
た
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
運
輸
会
社
は
送
達
会
社
創
業
に
よ

っ
て
、

一
時
的
に
は
影
響

を
受
け
は
し
た
が
、
支
消
金
取
立
を
中
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、

}
層
業
績
を
伸
長

さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
に

つ
い
て
は
、
同
社
の
十
年
下
期
と
十
四
年
下
期
と

を
比
較
し
て
み
る
と
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
取
扱
貨
物
量
は
、

約
十
九
万
六
千
個
か
ら
約
二
十
五
万
五
千
個

へ
と
、
約
四

・
六
%
の
増
加
に
と
ど

ま
る
が
、
総
収
入
は
約
千
入
百
円
か
ら
約
三
千
五
百
円

へ
と
九
四
%
も
の
増
加
と

(2
)

な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
業
績
伸
長
の
原
因
の
第

一
に
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
新

水
道
支
消
金

の
取
立
中
止
で
あ
る
。

こ
の
取
立
中
止
は
、
本
来
新
水
道
建
築
と
運

輸
会
社
設
立
と
は

一
体
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
運
輸
会
社
は
新
水
道
社
中

に
対
し
て
道
徳
的
責
任
を
負
う
に
し
て
も
、
法
的

・
経
済
的
責
任
を
負
う
も
の
で

は
な
か

っ
た
か
ら
、
新

水
道
社
中
も
運
輸
会
社

の
送
達
会
社

へ
の
対
抗

措
置
と
し
て
、
こ
れ
を

受
入
れ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
支
消
金

取

立

中

止

は
、
新
水
道
社
中
に
と

っ
て
は
大
き
な
負
担
と

将
来

へ
の
危
惧
を
与
え

る
も
の
で
あ

っ
た
が
、

荷
主
等
に
と

っ
て
は
輸

送

コ
ス
ト
の
軽
減
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
運
輸

会
社
は
荷
主
の
輸
送

コ

ス
ト
軽
減

に

目

を

つ



第23集研 究 紀 要

け
、
貨
物
取
扱
手
数
料
の
値
上
げ
に
成
功
す
る
。
表
1
で
み
る
よ
う
に
取
扱
手
数

料
は
、
塩
に

つ
い
て
は
、
十
年
に

一
俵

(
六
貫
目
)
○

・
五
銭
で
あ

っ
た

も

の

を
、
十
二
年
○

・
六
銭
、
十
三
年
○

・
七
銭
。
諸
荷
物
に
つ
い
て
は
、
十
年
に

一

個

(十
二
貫
目
)
○

・
八
銭

で
あ

っ
た
も
の
を
、
十
二
年

一
銭
、
十
三
年

一
・
五

銭
、
十
四
年

一
・
八
銭
。
ま
た
魚
類
に
つ
い
て
は
、
十
年
に

一
個

(十
二
貫
)

一

銭
で
あ

っ
た
も
の
を
、
十
二
年

一
・
二
銭
、
十
三
年

一
・
六
銭
、
十
四
年
二
銭
と

値
上
げ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
四
年
間
で
取
扱
手
数
料
は
塩
の
四
〇
%
を

最
低
に
、
魚
類

一
〇
〇
%
、
諸
荷
物

=

一五
%
も

の
値
上
げ
を
行

っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
取
扱
量
の
増
加
が
あ

ま
り
な
い
塩
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
取

扱
量
の
増
加
が
め
ざ
ま
し
い
諸
荷
物

・
魚
類
に
つ
い
て
は
、
支
消
金
の
取
立
を
中

止
し
た
こ
と
に
よ
り
、
支
消
金
と
し
て
荷
主

の
負
担
と
な
る
部
分
を
、
実
質
的
に

は
取
扱
手
数
料
に
繰
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
増
収
を
は
か
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で

き
、
こ
の
結
果
、
運
輸
会
社
は
十
四
年

に
は
十

一
年
に
比
較
し
て
倍
近
い
取
扱
手

数
料
の
増
加
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
取
扱
手
数
料
の
増
額

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
支
消
金
取
立
再

開
の
折
に
は
問
題
に
な

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
増
額
に
対
応
す
る
措
置
と
し

て
、
取
立
再
開
後
の
支
消
金
は
出
来

る
限
り
減
額
す
る
方
針
が
打
出
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
取
扱
量
の
増
加
の
め
ざ
ま
し
い
諸
荷
物
に
つ
い
て
は
、
支
消
金
取
立
額

を
据
置
き
、
塩
に

つ
い
て
は
大
幅
に
減
額
し
、

一
俵
に
つ
き

一
・
八
銭
を
○

・
七

銭
と
し
、
減
額
分
は
取
立
年
限
を
延
長
す
る
こ
と
と
し
て
合
意
に
達
し
た
の
で
あ

(
3
)

っ
た
。
こ
の
た
め
、
手
数
料
と
支
消
金

と
の
間
の
差
額
は
、
塩
で
は

一
・
三
銭
か

ら
○

・
三
銭
に
減
り
、
諸
荷
物

・
魚
類

で
は
、
○

・
二
銭
安
か
っ
た
手
数
料
が
、

逆
に
○

・
六
銭
か
ら
○

・
入
銭
も
高
く

な
り
、
輸
送

コ
ス
ト
中
に
占
め
る
手
数
料

と
支
消
金
の
割
合
は
逆
転
し
た
の
で
あ

っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
十

一
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
の
運
輸
会
社
の
発
展
の

一

因
は
、
新
水
道
支
消
金
取
立
を
中
止
し
、
新
水
道
側
を
犠
牲
と
し
て
自
社
の
発
展

に
努
め
た
こ
と
に
あ

っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

第

二
の
業
績
伸
長
原
因
は
、
運
輸
会
社
が
積
極
的
に
分
社

・
出
張
所
を
設
け
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
富
士
川
舟
運

へ
の
連
絡
の
た
め
、
新
水
道
経
由
の
方
法
以
外
に
、

荷
主

の
要
望
に
応
え
て
多
様
な
輸
送
方
法
を
と

っ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

送
達
会
社
に
対
抗
し
て
、
運
輸
会
社
創
業
以
来
疎
外
し
て
い
た
岩
渕
に
分
社
を

設
け
た
の
を
は
じ
め
、

一
時
は
、
蒲
原

・
清
水
の
中
間
に

興

津

・
北

田

・
町

屋

原
、
富
士
川
東
側
に
新
浜

・
吉
原
な
ど
の
分
社
を
お
き
、
十
三
年
十

一
月
に
は
そ

の
数
六
十

一
社
と
な

っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
水
道
経
由
の
貨
物
量
は
大
幅
に
減
少
と
な

っ
た
。

い
ま
こ
れ
を
十
年
下
期
と
十
四
年
下
期
に

つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
様
子

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
運
輸
会
社
蒲
原
出
張
所
取
扱
貨
物
量
は
、
十
年
下
期
約

二
十
万
六
千
個
あ

っ
た
も
の
が
、
十
四
年
下
期
に
は
約
十
六
万

一
千
個
と
約
二
二

(4
)

%

の
減
少
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
約
四
万
五
千
個
の
減
少
の
中
で
特
に
目
立
つ
の

は
塩
で
あ
る
。
塩
は
、
約
十
二
万
三
千
俵
か
ら
入
万
六
千
俵

へ
と
約

三

万

七

千

俵
、
約
三
〇
%
の
減
少
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
鰍
沢
本
社
に
お
け
る
塩

の
取

扱
量
に
つ
い
て
十
年
下
期
と
十
四
年
下
期
を
比
較
す
る
と
、
減
少
ど
こ
ろ
か
約
十

万
六
千
俵
か
ら
約
十
二
万
俵

へ
と
約

一
万
四
千
俵
、

一
三
%
も
の
増
加
と
な

っ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
十
四
年
段
階
に
あ

っ
て
は
、
新
水
道
経
由

の
輸
送
路
に
か

わ
り
、
他
の
輸
送
路
i

主
と
し
て
新
た
に
設
け
ら
れ
た
分
社
を
通
し
て
岩
渕
ま

で
陸
路
を
輸
送
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
富
士
川
を
鰍
沢
方
面
に
輸
送
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
容
易
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
に
は
、
こ
の
時
期
富
士
川
舟
運
に
対
す
る
輸
送
需
要
そ
の
も

の
の
増
大
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
、
運
輸
会
社
取
扱
貨
物
量
の
増
大
に
も
み

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
十

一
年
十
月
の
送
達
会
社
創
業
、
十
四
年
十
二
月
の
拡
達

会
社
の
創
業
、
ま
た
は
運
輸
会
社
の
分
社
の
増
加
、
あ
る
い
は
、
商
品
を
抵
当
と

し
て
貸
付
を
行
う
鰍
沢
貸
付
商
会
が
資
本
金
五
万
円
を
も

っ
て
十

一
年
と
設
立
さ

れ
、
運
輸
会
社
と
特
約
を
結
び
、
運
輸
会
社
取
扱
貨
物
を
対
象
に
貸
付

・
荷
為
替

(5

)

業
務
を
開
始
す
る
等
の
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
原
因
に
よ
り
、
十
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
運
輸
会

社

の
業

績

は
、
送
達
会
社
の
挑
戦
を
排
し
伸
長
す
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
こ
の
こ
と
が
同
社

経
営
陣
に
自
信
を
与
え
、
山
梨
県
令
藤
村
紫
朗
の
斡
旋
も
あ
り
、
運
輸
会
社

・
新

水
道
社
中
の
間
に
支
消
金
取
立
再
開
の
合
意
が
で
き
契
約
が
結
ば
れ
た
。

こ
の
契

約
内
容
に

つ
い
て
は
す
で
に
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
新
水
道
側
に
は
、
不
利
な
条

件
の
も
の
で
あ

っ
た
が
、
新
水
道
建
築
の
際

の
建
築
費
消
却

の
た
め
に
は

一
日
も

(2)
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早
く
結
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ

っ
た
。

運
輸
会
社

の
業
績
伸
長
に
ひ
き
か
え
、
運
輸
会
社
に
よ
ら
な
け
れ
ば
建
築
費
消

却

の
た
め
の
支
消
金
取
立
を
行
う

こ
と

の
で
き
な
い
新
水
道
側
に
と

っ
て
、
そ
の

弱
い
立
場
か
ら
運
輸
会
社

へ
依
存
し
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
が
、
そ
う
し
た
中

に
あ

っ
て
も
こ
の
契
約
を
通
じ
て
新
し

い
関
係

へ
と
次
第
に
移
行
し

つ

つ
あ

っ

た
。

2

拡
達
会
社
創
業
と
支
消
金
取
立
契
約
の
改
訂

新
水
道
社
中
に
と

っ
て
不
利
な
条
件

な
が
ら
、
十
四
年
九
月

一
目
よ
り
、
支
消

金
取
立
が
再
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
年
十
二
月
鰍
沢
に
資
本
金
三
万
円
を
も

っ

て
、
萩
野
市
左
衛
門
を
社
長
と
し
て
拡
達
会
社
が
創
業
さ
れ
、
同
社
か
ら
も
支
消

金
取
立
を
行
い
、
附
属
舟

の
新
水
道
利
用
を
し
た
い
旨
申
入
れ
ら
れ
る
に
お
よ
ん

(
6
)
で
、
新
水
道
社
中
は
も
と
よ
り
、
運
輸
会
社
を
含
む
富
士
川
舟
運
全
体
に
再
び
大

き
な
波
紋
が
広
が
る
こ
と
と
な

っ
た
。

新
水
道
社
中
は
、
こ
の
拡
達
会
社
か
ら
の
申
入
れ
に
対
し
て
は
、
「拡
達

会

社

ハ
曩
ノ
送
達
会
社
ノ
再
興
ナ
ル
論
ヲ
俟

タ
ス
、
依
而
水
道
社
中

ハ
仮
令
拡
達
社

二

於
而
支
消
金
取
立
ヲ
引
受
ル
モ
、
同
社
附
属
船

ハ
決

シ
テ
入
船
致
サ
セ
間
敷

ヲ
決

(
7
)

議
シ
、
之
ヲ
拒
否
」
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
は
、
拡
達
会
社
が
先

の
支
消
金
取

立
中
止
の
原
因
と
な

っ
た
送
達
会
社
の
後
身
で
あ
る
と
考
え
、
運
輸
会
社
と
新
水

道
社
中
と
の
創
業
以
来
の
特
別
の
関
係
を
重
視
し
た
こ
と
が
、
拒
否
の
根
本
的
な

理
由
で
あ

っ
た
。

新
水
道
社
中
は
、
拡
達
会
社
の
申
入
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
運
輸
会

社
に
恩
義
を
与
え
る
と
と
も
に
、
こ
の
機
会
を
と
ら
え
そ
れ
を
十
二
分
に
活
用
し

て
、
同
年
七
月
に
運
輸
会
社
と
の
問
に
結
ば
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
、
支
消
金
取
立

再
開
の
た
め
の
不
利
な
契
約
を
改
訂
す

る
こ
と
を
計

っ
た
。

(
8
)

こ
の
改
訂
に
つ
い
て
は
草
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
実
施
に

つ
い
て
は
伝

え
る
も
の
が
な
い
が
、
他
の
資
料
に
よ
り
遅
く
も
十
五
年
下
半
期
か
ら
は
実
施
さ

(9
)

れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず

そ
の
草
稿
に
よ
り
七
か
条
か
ら
な
る
内
容

の
概
要
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
明
治
十
四
年
七
月
の
取
立
方
法
に
よ
り
、
相
互
に
親
睦
と
義
務
を
尽
す
。

②
鰍
沢
塩
商
人
は
、
運
輸
会
社

の
重
立

っ
た
株
主
で
あ
る
か
ら
、
塩
は
新
水
道

経
由
で
輸
送
し
、
運
輸
会
社
岩
渕
分
社
よ
り
出
荷
し
な
い
よ
う
に
運
輸
会
社

と
契
約
を
結

ぶ
。
万

一
違
反
す
る
者

の
あ
る
時
は
、
運
輸
会
社
は
そ
の
高
を

取
調
べ
、
新
水
道
社
中

の
検
印
を
う
け
、
支
消
金
を
取
立
て
た
上
で
出
荷
す

る
。

③
新
水
道
社
は
拡
達
会
社

の
通
舟
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
運
輸
会
社
も

新
水
道
社

へ
の
義
務
を
重
じ
、
新
水
道
維
持
の
努
力
を
す
る
。
そ
の
諸
入
費

は
、
運
輸
会
社
七
分
、
新
水
道
社
中
三
分
の
負
担
と
す
る
。

④
新
水
道
修
繕
費
は
、
新
水
道
社
中
の
負
担
を
廃
し
、
運
輸
会
社
は
年
間
百
五

十
円
負
担
す
る
。
新
水
道
社
中
は
こ
れ
を
超
え
る
分
を
負
担
し
、
修
繕
を
怠

る
こ
と
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤
新
水
道
支
消
金
取
立
は
、
新
水
道
社
中
よ
り
毎
月

一
入
出
張
の
上
精
算
収
入

す
る
。
従
来
の
運
輸
会
社
へ
の
取
立
手
数
料
ー

取
立
額
の
五
%
i

は
廃

止
す
る
。

⑥
支
消
金
取
立
は
、
拡
達
会
社
設
立
に
よ
り
新
水
道
通
過
船
に
限
定
す
る
が
、

拡
達
会
社
閉
店
の
揚
合
は
、
従
来
通
り
全
川
路
で
六
年
間
を
期
し
て
取
立
て

る
。

⑦
拡
達
会
社
そ
の
他
支
消
金
取
立

の
障
害
と
な
る
会
社
設
立
に
つ
い
て
は
、
新

水
道
社
中
運
輸
会
社
互
に
協
議
し
、
拒
否
す
る
は
も
ち
ろ
ん
、
支
消
金
取
立

を
行
う
と
き
は
、
新
水
道
社
中

の
出
金
高

(株
金
)
に
応
じ
て
割
付
け
る
。

こ
れ
ら
の
条
項
を
み
る
と
、
そ
の
基
礎
は
十
四
年
七
月
の
運
輸
会
社

・
新
水
道

社
中
間
で
結
ば
れ
た
契
約
で
あ
り
、
そ
の
履
行
を
訴
え
な
が
ら
も
、
新
水
道
側
か

ら
す
る
新
し
い
要
求
が
盛
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
目
立

つ
。
そ
の

一
つ
は
②
の
条

項
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
十
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
、
新
水

道
を
経
由
す
る
貨
物
量
は
二
二
%
も
減
少
し
、
特
に
塩
は
三
〇
%
も
の
減
少
を
示

し
て
い
る
た
め
、
新
水
道
支
消
金
収
入
の
減
少
原
因
に
な

っ
て
い
た
こ
と

へ
の
対

策
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
し
か
も
、
従
来
か
ら
の

「富
士
川
全
川
路
」
か
ら
の
支

消
金
取
立
が
、
拡
達
会
社

の
創
業
に
よ
り
同
社
附
属
船
に

つ
い
て
は
行
わ
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
逆
に
運
輸
会
社
附
属
船
に

つ
い
て
も
、
新
水
道
経
由
の
舟
に
限
定
さ

れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
た
め
、
岩
渕
か
ら
の
出
荷
-

新
水
道
を
経
由
し
な

(3
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い
輸
送
方
法
が
盛
ん
と
な
り
、
一
層
支
消
金
取
立
を
減
少
さ
せ
る
原
因
と
な

っ
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
岩
渕
か
ら
の
出
荷
を
望
む
鰍
沢
塩
商
人
た
ち
は
、
運
輸
会
社

の

重
立

っ
た
株
主
で
あ
り
、
運
輸
会
社
も
岩
渕
に
分
社
を
設
け
塩
荷
を
取
扱
う
の
を

見
て
は
、
新
水
道
側
と
す
れ
ば
黙
視
で
き
な
い
事
で
あ

っ
た
。
こ
の
原
因
は
、
拡

達
会
社
の
創
業
に
よ
り
、
富
士
川
で
の
舟
運
に
対
す
る
運
輸
会
社
の
独
占
体
制
が

破
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
に
し
て
も
、
新
水
道
側
は
支
消
金
取
立
に
従
来
通
り

の
成
果
を
求
め
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
と

い
え
よ
う
。

③
④
の
条
項
は
、
い
ず
れ
も
新
水
道

の
維
持
負
担
に
関
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

負
担
の
割
合
を
変
更
し
た
と
こ
ろ
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ

っ
た
。
特
に
④
の
水
路

修
繕
費
は
、
十
四
年
七
月
の
契
約
で
は
、
新
水
道
側
の
負
担
と
し
て
、
支
消
金
取

立
額
か
ら
六
百
円
が
支
出
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
契
約
改
訂
後
は
逆
に
運
輸
会
社

側
百
五
十
円
の
負
担
と
定
め
、
新
水
道
側
の
負
担
額
に
つ
い
て
は
明
確
に
し
て
い

な
い
。
こ
れ
に
よ
り
新
水
道
側
は
当
面
七
百
五
十
円
の
収
支
差
額
が
生
れ
る
こ
と

と
な

っ
た
。

そ
れ
に
⑤
で
は
さ
ら
に
支
消
金
取
立
で
の
手
数
料
を
運
輸
会
社
に
支
払
う
こ
と

を
廃
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
支
消
金
収
入
の
減
少
に
対
応
す
る
新
水
道
側
の

要
求
と
し
て
出
さ
れ
、
合
意
に
達
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
り
、

新
水
道
社
中
と
運
輸
会
社
と
の
関
係
は
、
十
四
年
七
月
の
契
約
の
段
階
よ
り

一
段

と
事
務
的
な
も
の
へ
と
進
ん
だ
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、

}
面
で
は
発
起
以
来

の
関
係
を
強
調
し
な
が
ら
も
、
こ
の
契
約
の
改

訂
を
通
し
て
、
次
第
に
新
水
道
側
の
主
体
性
が
築
か
れ
は
じ
め
て
来
た
こ
と
を
物

語
る
も
の
で
あ

っ
た
。

十
四
年
の
支
消
金
取
立
再
開
時
と
翌
十
五
年
の
支
消
金
取
立
契
約

改

訂

時

で

は
、
実
際
上
支
消
金
取
立
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ

っ
た
か
み
る
と
次
の
よ
う
で

あ

っ
た
。

支
消
金
取
立
単
価
は
表
1
で
み
る
と
う
り
で
あ
る
。
取
立
当
初
の
明
治
九
年
と

比
較
す
る
と
、
十
四
年
は
諸
荷
物

の
取

立
額
は
従
来
通
り
で
あ

っ
た
が
、
塩
は

一

・
入
銭
か
ら

一
銭

へ
と
約
四
五
%
の
減
額
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
当
然
取
立
額

の

減
少
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
表
1
で
み
る
よ
う
に
十
五
年
以
降
新
水
道
経
由

の
も
の
に
限

っ
た
取
立
と
な
る
以
前
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
減
少
は
な
か

っ
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

い
ま
大
雑
把

の
計
算
で
は
あ
る
が
、
十
四
年
の
取
立
額
が
九
月

よ
り
十
二
月
ま
で
の
四
か
月
間
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
類
推
す
る
と
、
年
間
取

立
額
は
四
千
六
百
五
十
円
程
と
な
り
、
九
年
の
約
九
〇
%
程
度
の
取
立
額
が
考
え

ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
十
四
年

の
再
取

立

の
際

は
、
従
来
通
り
の

「富
士
川
全
川

路
」
で
の
支
消
金
取
立
が
許
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
運

輸
会
社

の
取
扱
貨
物
量
の
増
加
が
、
塩

の
支
消
金
取
額
の
減
少
を
補

っ
て
い
た
た

め
で
あ

っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
に
こ
の
四
か
月
間
の
取
立
額
千
五
百

五
十
三
円
余

の
う
ち
、
五
百
九
円
余
は
岩
渕
分
社
で
、
千
四
十
四
円
余
は
蒲
原
出

(
10
)

張
所
で
取
立
て
て
お
り
、
岩
渕
か
ら
の
出
荷
に
つ
い
て
は
、
取
立
額
を
減
少
さ
せ

る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

こ
う
し
た
十
四
年
に
対
し
て
、
拡
達
会
社
が
創
業
し
、
新
水
道
に
支
消
金
取
立

が
限
定
さ
れ
た
十
五
年
以
降
に
つ
い
て
み
る
と
、
取
立
額
は
急
減
し
二
千
二
百
円

な
い
し
二
千
三
百
円
程
に
な
る
。

こ
の
額
は
、
先

の
十
四
年

の
年
問
取
立
推
定
額

の
約
半
分
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
こ
の
実
収
額
は
、
十
四
年

の
蒲
原
出
張
所
取
立
分

千
四
十
四
円
余
か
ら
推
定
し
た
同
出
張
所
年
間
取
立
額
三
千
百
余
円
に
比
較
し
て

も
、
そ
の
四
分
の
三
の
取
立
額
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、

拡
達
会
社

の
創
業
に
よ

っ
て
運
輸
会
社

の
独
占
が
破
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
支
消
金
支
払

い
を
必
要
と
し
な

い
岩
渕
経
由
の
貨
物
の
増
加
を

物
語
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
十
五
年
以
降

の
支
消
金
取
立
額
減
少
を
補
う
た
め
、
先
に
み
た
よ

う
に
支
消
金
取
立
契
約
改
訂
の
際
、
④
⑤
条
に
修
繕
費
と
支
消
金
取
立
手
数
料
の

新
水
道
側
負
担

の
廃
止
と
、
運
輸
側
修
繕
費
百
五
十
円
の
負
担
を
盛
り

こ
む
こ
と

と
な

っ
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
条
項
に
よ
り
、
十
四
年
下
期
に
は
二

百
円

(四
か
月
分
)
の
修
繕
費
と
、
七
十
七
円
余
の
手
数
料
が
、
ま
た
十
五
年
上

期
に
は
三
百
円

(年
間
六
百
円
)

の
修
繕
費
と
、
五
十
五
円
の
手
数
料
が
新
水
道

側
よ
り
運
輸
会
社

へ
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
十
五
年
下
期
よ
り
運
輸
会
社
側

へ
の

支
払
い
は
廃
さ
れ
、
逆
に
七
五
円

(年
間
百
五
十
円
)
の
修
繕
費
が
、
運
輸
会
社

(11
)

よ
り
新
水
道
側
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、

一
時
的
に
で
は
あ
る
が
水

道
修
繕
費
等

の
支
出
は
減
少
し
、
負
債
返
還
や
株
式
配
当
等
に
充
て
る
残
額
部
分

増
加
が
み
ら
れ
た
。

(4)
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支
消
金
取
立
契
約
の
改
訂
に
よ
り
、
取
立
金

の
減
少
に
い
た

っ
た
が
、
こ
れ
に

さ
ら
に
追
打
ち
を
か
け
た
の
は
、
十
九
年
上
期
よ
り
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

支
消
金
取
立
単
価
の
切
下
げ
で
あ

っ
た
。

こ
の
切
下
げ
に
つ
い
て
は
、
い
ま
の
と

こ
ろ
そ
れ
に
関
す
る
吏
料
を
見
出
せ
な

い
た
め
、
そ
の
原
因
や
時
期
を
確
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
表
H
の
支
消
金
収
入
の
減
少
の
様
子
か
ら
十
九
年

上
期
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
減
額

の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
減

額
が
塩
に
づ
い
て
は
二
分
の

一
と
な
り
、
諸
荷
物
に
つ
い
て
は
三
分
の
二
と
な
る

大
幅
な
も
の
だ
け
に
相
当
大
き
な
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
り
支
消
金
取
立
額
は
さ
ら
に
半
額
に
落
込
み
、
十
四
年
の
取
立
再
開

時
に
比
較
し
て
も
約
四
分
の

一
の
額
に
し
か
達
し
な
か
っ
た
か
ら
、
水
路
修
繕
費

な
ど
諸
費
用
が
減
少
し
な
い
ま
ま
に
残
額
部
分
は
二
百
円
以
下
ま
で
さ
が
り
、
建

築
費
負
債
の
返
還
は
も
と
よ
り
株
式

へ
の
配
当
も
出
来
な

い
状
態
に
陥
る
こ
と
と

な

っ
た
。

そ
の
後
、
後
述
す
る
よ
う
に
二
十

一
年
よ
り

一
時
的
増
収
を
み
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
れ
と
て
も
契
約
改
訂
の
時
期
に
は
及
ぼ
ず
、
支
消
金

(通
川
料
)
の
再
々

引
下
げ
に
よ

っ
て
増
収
の
道
は
と
ざ
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

表H新 水道支消金収支

期 間 支消金収入
水道修繕費
等 支 出 残 額

9.1～6

〃 .7～12

2621'786
2535.180

円

} 1366..194
円

3808.675

14.9^12 1553.098 938.045 615.053

15.1^-6 1133.894 830.545 303.304

〃7～12 1261.052 703.682 557.370

16.1～6 1189.697 294.557 895.140

"7^12 1106.788 356.186 750.602

17.1～6
? 9 ?

"7^12 ● ● ●

除 亀}2242.988 965.571 (1277.417)

19.1～6 609.543 424.006 185.537

〃7～12 736.158 354.708 381.86Q

20.1--6 635.899 426.840 209.059

〃7～12
? ?

232.X56

21.1--6
o ●

498.405

〃7～12 1071.366 (415:719) 655.647

22.1僧6 1.008.606 274.135 758.395

〃7～12

1

642.450 555.233 195.490

註 1.

2.

3.

4.

残額 は負債返還株式配 当等に充て られる。
21年22年 は収入中支消金 のみのせたため,支 消

金 に支 出と残 の合計 は一致 しない。

()は 推測値。
9年 一 「新水道取立 并に取立収 入取調簿」

(古7-1595)
14年 ～16年 一 「支消金取立勘定表」(古7一

こ
の
よ
う
な
支
消
金
取
立
額
の
低
落
と
新
水
道
会
社
の
経
営
不
振
の
原
因
は
、

富
士
川
舟
運
に
お
け
る
運
輸
会
社
の
独
占
体
制
が
破
ら
れ
、
新
水
道
が
富
士
川
舟

運
に
連
絡
す
る
唯

一
の
輸
送
路
で
あ
る
地
位
を
失

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

っ

た
。
し
た
が

っ
て
十
五
年
の
支
消
金
取
立
契
約
の
改
訂
の
際
、
新
水
道
側
に
よ

っ

て
示
さ
れ
た

「拡
達
社

二
於
而
支
消
金
取
立
ヲ
引
受
ル
モ
、
同
社
附
属
船

ハ
決

シ

(12
)

テ
入
船
致
サ
セ
間
敷
ヲ
決
議
」
す
る
と
い
う
運
輸
会
社

へ
の
義
理
立
と
依
存
は
、

こ
の
よ
う
な
支
消
金
取
立
額
の
低
落
の
前
に
崩
壊
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

二
十
年
三
月
二
目
に
は
、
新
水
道
側
は
運
輸
会
社
附
属
船
の
他
に
拡
達
会
社
附

属
船
に

つ
い
て
も
、
そ
の
新
水
道
通
過
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
水
道
通
過

船
の
支
消
金
取
立
は
、
運
輸
会
社
蒲
原
出
張
所
の
発
行
す
る

「切
手
」
を
も

っ
て

運
輸
会
社

・
新
水
道
事
務
所
の
間
で
毎
日
決
済
す
る
方
法
に
あ
ら
た
め
て
い
る
。

つ
い
で
翌
二
十

一
年
四
月
、
鰍
沢
に
甲
斐
運
会
社
が
創
業
さ
れ
る
と
、
そ
の
附
属

船
の
通
過
も
認
め
、
新
水
道
舟
溜
り
に
は
、
従
来
か
ら
あ

っ
た
運
輸
会
社
出
張
所

に
加
え
、
拡
達
会
社
出
張
所

・
甲
斐
運
会
社
分
社
も
開
設
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
運
輸
会
社
と
営
業
を
競
う
送
達
会
社
の
創
業
に
続
き
、
拡

達
会
社
の
創
業
は
、
運
輸
会
社
の
富
士
川
舟
運
に
お
け
る
独
占
を
や
ぶ
る
と
と
も

に
、
新
水
道
の
支
消
金
取
立
を
次
々
に
困
難
に

算

古

額

闘

繊

18年一 「新水道収支計算表」(古7-1612)

19年～20年 一 「第2第 よ り第5回 に至る違

取調書」(古7-1573)

21年 一 「会社純益金 并貸金状況」(古7一

21年 下期 ～22年 上期一 「第1回 考課状」(
-1560)

22年 下期一 「第2回 考課状」(古7-1644)

し
、
当
初
不
可
分
の
関
係
に
あ

っ
た
運
輸
会
社

と
新
水
道
社
中
の
問
に
大
き
な
楔

を

打

ち

こ

み
、
同
時
に
富
士
川
舟
運
の
形
態
を
変
え
て
い

く
こ
と
と
な

っ
た
。

3

山
梨
県
の
融
資
と
株
式
譲
渡
問
題

明
治
十

一
年
十

一
月
、
支
消
金
取
立
が
中
止

さ
れ
る
と
、
新
水
道
発
起
人
で
あ

っ
た

人

々

は
、
建
築

の
際
借
入
し
た
負
債
金

の
返
還
の
方

途
を
失
い
、
金
利
加
算
に
苦
し
む
こ
と
と
な

っ

た
。
こ
の
た
め
資
金
的
に
余
裕

の
な

い
古
屋

・

坂
本

・
武
藤

の
三
名
は
、
新
水
道
資
本
金
と
し

て
山
梨
県
に
融
資
を
願

い
十
二
年
八
月
そ
れ
に

5
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(
13
)

成
功
し
た
。

(14
)

三
名
連
署
し
田
畑
を
抵
当
に
二
千
余

円
を
借
入
し
た
が
、
こ
れ
は
十
五
年
よ
り

十
九
年
七
月
ま
で
五
か
年
賦
を
も

っ
て
、
新
水
道
支
消
金
取
立
の
う
ち
か
ら
返
済

す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
返
済
問
題
も
か
ら
ん
で
、
山
梨
県
令
藤
村
紫
朗

は
十
四
年
九
月
よ
り
支
消
金
再
取
立
を
許
可
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
し
か
し
、
そ

の
後
間
も
な
く
拡
達
社
創
業
に
よ
り
、
十
五
年
よ
り
は
じ
め
ら
れ
る
は
ず
の
返
還

(
15
)

は
容
易
に
進
ま
ず
、
山
梨
県
か
ら
は
度

々
督
促
を
受
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。

十
六
年
七
月
、
十
五

・
十
六
年
の
二
か
年
分
の
年
賦
金
八
百
余
円
の
督
促
を
う

け
て
い
る
が
、

こ
の
後
、
六
百
余
円
を
納
入
し
た
ま
ま
、
二
十

一
年
十
二
月
三
百

円
、
翌
二
十
二
年
五
月
に
な
り
残
金
千

四
百
九
十
七
円
余
の
う
ち

一
部

を

納

入

し
、
残
額
六
百
余
円
を
さ
ら
に
十
年
賦

と
し
、
古
屋
等
三
人
が
新
水
道
会
社
か
ら

(
16
)

受
取
る
配
当
金
よ
り
直
納
す
る
こ
と
と
し
て
結
末
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
年
々
低
落
す
る
支
消
金
取
立
額

の
中
か
ら
、

こ
れ
を
返
済
す
る
こ
と

は
非
常
な
困
難
を
と
も
な

っ
た
。
そ
し
て
、
二
十
二
年

の
結
末
に
達
す
る
た
め
に

古
屋
等
は
大
変
な
苦
労
を
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

十
七
年
三
月
、
古
屋
等
三
人
と
運
輸
会
社
々
長
遠
藤
聰
知
、
同
副
社
長
原
弥

一

兵
衛

の
連
署
を
も

っ
て
、
新
水
道
開
削
費
金
支
払
い
の
た
め
の
借
用
金
の
年
賦
返

済
は
、
「支
消
取
立
金
額
モ
追
々
減
少
」

の
た
め
出
来
兼
ね
る
の
で
、

十
五
年
十

一
月
新
水
道
を
運
輸
会
社
に
譲
渡
し
、
年
賦
返
済
に
つ
い
て
は
、
本
証
書
記
載
の

通
り
、
十
五
年
よ
り
十
九
年
七
月
ま
で
に
、
運
輸
会
社
よ
り
必
ず
上
納
す
る
旨
上

(
17

)

申
書
が
山
梨
県
令
に
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
添
付
さ
れ
た

「蒲
原
新
水

道
譲
渡
受
御
届
」
に
よ
れ
ば
、
社
中
の
者
が

遠
隔
の
地
に
散
在
し
て
い
る
の
で
水
道
の
維
持
困
難

の
た
め
古
屋
等
三
人
留
馳
名

取
善
十
郎
他
十
八
人
所
有
の
株
式
全
部
を
譲
渡
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

譲
渡
が
決

っ
た
直
後
に
上
申
さ
れ
ず
に
、

一
年
四
か
月
も
経
た
時
点
で
上
申
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
何
か
割
り
切
れ
な
い
も
の
を
感
じ
る
が
、
山
梨
県
は
こ
の
上

申
に
対
し
て

「
開
鑿
発
起
之
権
限

ハ
本
人
共
々
他
人
江
可
譲
渡
物
件

二
非

ス
」
と

い
う
理
由
で
こ
れ
を
却
下
し
た
。
そ
し
て
、
速
か
に
譲
渡
契
約
を
解
く
こ
と
を
命

(19
)

じ
て
い
る
。

し
か
し
、
解
約
を
命
じ
ら
れ
て
も
、
十
五
年
十
二
月
と
十
六
年
十
二
月
に
譲
渡

金
の

一
部
と
し
て
計
九
百
円
と
、
他
に
出
願
の
際
の
諸
入
費
分
七
百
二
十
円
合
計

千
六
百
二
十
円
を
運
輸
会
社
か
ら
受
取

っ
た
新
水
道
側
は
、
そ
れ
を
返
金
し
な
い

こ
と
に
は
解
約
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
水
道
側
は
支
消
金

取
立
再
開
後
か
ら
十
八
年
六
月
ま
で
の
支
消
金
の
う
ち
、
千
余
円
を
返
金
し
、
残

額
五
百
五
十
四
円
余
は
以
後
の
支
消
金
で
返
済
す
る
こ
と
と
し
、
二
十
年
六
月
に

な
り
全
額
返
金
を
終
え
、
あ
ら
た
め
て
譲
渡
契
約
に
解
く
た
め
の
交
渉
を
す
す
め

る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
よ
う
や
く
解
約
に
こ
ぎ

つ
け
た
の
で
は
あ
る
が
、
問
題
の

山
梨
県
か
ら
の
借
入
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
返
還
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
に
な

っ
た
。
こ
の
段
階
で
、
未
返
還
分
に
つ
い
て
は
、
水
道
補
助
金
と
し
て
交

(
20
)

付
し
て
く
れ
る
よ
う
働
き
か
け
た
が
不
成
功
と
な
り
、
先
述
し
た
よ
う
に
二
十
二

(21
)

年
以
降
残
額
を
十
年
賦
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

九
年

一
月
よ
り
支
消
金
取
立
が
開
始
さ
れ
た
時
、
十
四
年
十
二
月
ま
で
の
六
か

年
を
も

っ
て
支
消
を
終
え
、
取
立
金
の
う
ち
支
出
残
は
そ
の
ま
ま
興
益
社
に
預
金

し
て
お
き
、
そ
の
時
に
な
り
元
利
計
算
の
上
、
発
起
人
等
を
中
心
に
苦
心
料
と
し

(
22
)

て
功
労
金
を
配
分
す
る
計
画
は
、
ま

っ
た
く
計
画
だ
お
れ
と
な

っ
た
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
経
営
の
労
苦
か
ら
逃
れ
よ
う
に
も
逃
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
負
債
に
追
わ

れ
な
が
ら
そ
の
経
営
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

註

(
1
)
「
鰍
沢

町
史
」
所
収

「
運
輸
会
社

一
覧

」

に
よ
る
。

運
輸

会
社

の
発
展

の
様

子

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
富
士
川
運
輸
会
社

の
発
展
に

つ
い
て
」
文
教
大
学
女

子

短
期
大
学
部
研
究
紀
要
第
21
集
を
参
考
に

し
て
欲
し

い
。

(2
)
前
掲
拙
稿
所
収
表

∬

・
皿

・
V
参
照
。

(3
)

「武
藤
家
文
書
」
古

七
ー

一
五
六

一

新
水
路
支
消
金
取
立
仮
約
定

。

(
4
)

(
2
)

に
同
じ
表

V
参
照
。

(
5
)

「
山
梨
県
史

」
七
巻

明
治
十

一
年

一
九
六
頁
。

(
6
)

「
武
藤
家
文
書
」
古

七
ー

一
六
〇

六

支
消
金
取
立
契
約
書
。

(
7
)
(
6
)
に
同
じ
。

(
8
)
(
6
)
に
同
じ
。
草
稿

で
あ
る
た
め
書

込
み
訂
正
が
多

い
が
、

大
筋

で

変
更
は

な

か

っ
た
と
考
え

る
。

(
9
)
「
武
藤
家
文
書
」
古

七
-

一
六
四
五

支
消
金
取
立
勘
定
表
。

こ
の
記
載

さ
れ

た
項
目

の
変
化

か
ら

こ
の
時

期
を
推

定
で
き
る
。

(
10
)
(
9
)

に
同

じ
。
十
四
年
支
消
金
取
立
再
開

に
あ
た
り
、

鰍

沢

・
岩
淵

以
外

に

沼
久
保

・
岩
本

・
水
神

・
星
山

の
各
分
社

で
の
取
立
が
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、

岩
淵

の
み
記
載

し
て

い
る
。

(6)



蒲原新水道の建築と経営について(二)

(
11
)

(
9
)

に
同
じ
。

(12
)

(
6
)

に
同
じ
。

(
13
)

「武

藤
家
文
書
」
古

七
ー

一
五
七

二

年

賦
金
上
納
方
達
書
。

(
14
)
融
資
額
を
確
定
で
き
な

い
が
返
済
等

か
ら

み
て
二
千
円

か
ら

二
千

五
百
円
位
と

推

定

で
き
る
。

(
15
)
「
武
藤
家
文
書
」
古

七
-

一
五
七
二

他

に
、

同

古

七
ー

九
〇

九

水
道
支
消

金
上
納
方
達
書
。
同
古

七
-

一
四
九
三
日
当

旅
費
取

調
書
等
。

(
16
)
「
武
藤
家
文
書
」
古
七
i

一
八

二
九

県

拝
借
金
直
納

二
付

証
明
書
。

同

古

七

i

一
八
四
九

拝
値
金
返
納
に
関
す
る
対
談
調
印
上
申
書
。

(
17
)
「武

藤
家
文
書
」
古

七
-

一
四

一
九

拝
借
金

年
賦

返
戻

二
付
副
証
書

井

水
道

譲
受

渡
届
書

。

(
18
)
(
17
)
に
同
じ
。

(
19
)

「
武
藤
家
文
書
」
古

七
-

一
八
三
九
開
鑿
負
担
償
却

二
付
嘆
願
書
。

(
20
)
(
19
)
に
同
じ
。

(
21
)

「武

藤
家
文
書
」
古

七
ー

一
八
四
九

拝

借
金

返
納

に
関
す

る
対
談
調
印

上

申

書

。

(
22
)

「
武
藤
家
文
書

」
古

七
ー

一
五
六

一

新
水
路
支
消
金

取
立
仮
約
定
。

四

富
士
川
新
水
道
会
社
の
設
立

1

富
士
運
河
会
社
設
立
と
新
水
道
増
築

富
士
川
舟
運
の
変
容

の
中
に
あ

っ
て
、
さ
ら
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と

な

っ
た
の
は
、
東
海
道
線
横
浜

・
熱
田
間
の
建
築
工
事
と
そ
の
開
通
で
あ

っ
た
。

東
海
道
線
の
建
築
工
事
は
、
十
九
年

一
月
横
浜

・
酒
匂
川
間
を
最
初
に
、
二
十

年
に
入
る
と
ほ
ぼ
全
線
に
わ
た
り

一
斉

に
始
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
二
十
年
七
月

一
日
横
浜

・
国
府
津
間
、

二
十

一
年
九
月

一
目
浜
松

・
熱
田
間
、
二
十
二
年
二
月

一
日
国
府
津

∴
静
岡
間
、
同
年
四
月
十
六
日
静
岡

・
浜
松
間
が
そ
れ
ぞ
れ
開
業
さ

(
1
)

れ
、
同
年
七
月

一
日
に
は
東
京

・
神
戸
間
の
開
業
と
な

っ
た
。

東
海
道
線

の
開
通
に
よ

っ
て
、
富
士
川
舟
運
が
様
々
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な

い
が
、
そ
の
中
に
あ

っ
て
新
水
道

へ
の
直
接
的
影
響
の
第

一
は
、

蒲
原
の
隣
村
中

ノ
郷
村
に
停
車
場
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
構
内
に
停
船
揚

(舟
溜
り
)

が
作
ら
れ
、

こ
れ
を
富
士
川
本
流
に
結
び
、
富
士
運
河
会
社
が
創
業
し
た
こ
と
で

あ

っ
た
。

こ
の
停
車
場
は
岩
渕
駅
と
名
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
構
内
に
作
ら

れ
る
運
河
会
社
に

つ
い
て
は
、

早
く
か
ら
創
業

の
噂
が
流
れ
て
い
た
。

こ
の

た

め
、
二
十
年
七
月
新
水
道
側
よ
り
停
船
所
と
富
士
川
と
を
結
ぶ
新
水
路
の
開
削
に

(
2
)

反
対
す
る
上
申
書
が
、
静
岡
県
知
事
関
口
隆
吉
宛
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
以
下
そ

の
上
申
書
に
よ
り
、
新
水
路
開
削
計
画
の
概
要
と
、
新
水
道
側
の
反
対
の
要
旨
に

つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

そ
れ
は
図
に
よ

っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
中
ノ
郷
村
地
内
に
作
ら
れ
る
岩
渕
駅
構

内
に
停
船
揚
を
設
け
そ
こ
か
ら
、
岩
渕
村
内
字
八
番
と
よ
ば
れ
る
富
士
川
本
流
ま

で
新
水
路
を
開
削
し
、
こ
こ
に
水
門
を
設
け
、
新
水
路
に
よ

っ
て
富
士
川
と
東
海

道
線
と
を
舟
運
で
結
び
、
甲
信
地
方
と
連
絡
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
た
め
に
運
河
会
社
を
設
立
し
、
新
水
道
社
中
同
様
の
営
業
活
動
を
目
論
む
も

の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
諸
施
設
は
、
す
べ
て
既
存
の
新
水
道
よ
り
上
流
に
位
置
す

る
こ
と
と
な
る
た
め
、
単
に
営
業
上
新
水
道
側
と
競
合
す
る
と
い
う

だ

け

で

な

く
、
水
利
用
に
つ
い
て
も
様
々
な
問
題
が
起
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
新

水
道
側
の
新
水
路
開
削
反
対
の
論
拠
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
第

一
は
、
富
士
川
か
ら
取
入
れ
ら
れ
て
新
水
路
を
流
れ
る
水
は
、
停
船
場

以
南
で
新
水
道
と
交
差
す
る
か
、
も
し
く
は
新
水
道
に
連
絡
さ
せ
て
排
水
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
点
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
第
二
は
、
富
士
川
が
洪
水
の
際
、
新
水
路

取
入
口
は
決
潰
の
危
険
が
あ
り
、
も
し
決
潰
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
濁
流
は
新
水

路
か
ら
新
水
道
に
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
点
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
二

点
か
ら
新
水
道
側
は
新
水
路
開
削
そ
の
も
の
に
反
対
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
問
題
に
加
え
て
、
経
営
上
も
新
水
路
が
開
削
さ
れ
、
運
河
会
社
が
営

業
を
は
じ
め
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
当
然
新
水
道
側
と
競
合
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ

れ
で
な
く
と
も
従
来
開
業
の
始
よ
り

「
岩
渕
中
ノ
郷
両
村
人
民
ノ
恨
害
、
百
出
尚

(
3
)

不
止
」
る
状
態
で
あ
り
、
拡
達
会
社
の
創
業
に
よ

っ
て
は
、
運
輸

・
拡
達
両
社
問

の
紛
争
が
お
こ
り
、
両
社
互
に
諸
商
人
を
煽
動
し
、
「水
道
支
消
金
取
立
ヲ
忌

ム

(4
)

者
有
テ
、
或

ハ
害
シ
、
或

ハ
誹
リ
、
別

二
新
水
路
ヲ
要
シ
、
運
輸
競
争

ハ
別
ト
シ

テ
終

二
一
己
ノ
私
怨
ヲ
指
挾
ム
ニ
至
リ
、
人
気

ヲ
失
ス
ル
ノ
勢
ト
ナ
リ
、
故

二
水

道
ヲ
通
過

ス
ル
諸
物
資

ハ
月

二
日

二
減
少
シ
、
支
消
金
収
入
高

ハ
前
目

二
比
ス
レ

ハ
其
ノ
半
額

二
低
落
」
す
る
こ
と
と
な

っ
た
と
経
営
状
態
の
悪
化
を

述

べ

て

い

(7
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る
。
そ
し
て
、
こ
の
た
め
に
支
消
金
取
立
期
限
中
で
の
支
消
が
困
難
と
な

っ
た
た

め
、
十
九
年
七
月
十
七
日
に
は
、
支
消
金
の
取
立
延
期
を
出
願
す
る
に
い
た

っ
た

と
述
べ
て
、
運
河
会
社
の
創
業
に
反
対
し
、
静
岡
県
知
事
に
こ
の
上
申
書
を
も

っ

て
そ
の
可
否
の
検
討
を
要
請
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
上
申
書
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
十
九
年
に
新
水
道
側
で
は
支
消
金
取
立
期
限

に
来
た
た
め
、
そ
の
延
期
を
申
請
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
営

の
悪
化
に
加
え
、

こ
の
よ
う
な
問
題
も
生
じ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
延
期

に
つ
い
て
は
、
申
請
か
ら

一
年
を
経
過
し
た
二
十
年
七
月
十
六
日
、
静
岡
県
に
よ

(5
)

り
支
消
金
取
立
は
、
新
水
道
通
過
船
に
限
り
延
期
を
許
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

当
初
の

「富
士
川
全
川
路
」
で
の
取
立
を
認
め
ず
、
現
状
に
即
し
て
の
措
置
で
あ

り
、
新
水
路
開
削
と
運
河
会
社
創
業
を
見
越
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、

こ
こ
に
も
新
水
道
側
の
既
得
権
の
喪
失
と
、
新
し
い
対
応
の
必
要
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
薪
水
道
側
の
猛
反
対
は
あ

っ
た
の
で
あ
る
が
、
新
水
路
を

開
削
し
運
河
会
社
を
設
立
す
る
申
請
が
な
さ
れ
る
と
、
静
岡
県
は
、
新
水
道
側
と

運
河
会
社
側
双
方
を
妥
協
さ
せ
る
方
針
を
と
っ
た
。
そ
し
て
、
東
海
道
線
建
築
工

事
も
次
第
に
進
み
、
富
士
川
鉄
橋
も
完
成
し
た
二
十

一
年
九
月
、
新
水
道
側
関
係

者
を
呼
び
斡
旋
に
と
り
か
か

っ
た
。

同
年
九
月
十
九
目
、
静
岡
県
は
、
県
庁
に
出
頭
し
た
坂
本
敬
義

・
佐
藤
台
助

.

塩
坂
長
兵
衛
の
三
人
に
、
運
河
会
社
と
の
問
で
そ
の
排
水
路
を
新
水
道
に
連
絡
さ

せ
る
た
め
の
契
約
を
結
ぶ
よ
う
斡
旋
し
た
。
佐
藤
等
は
社
中
の
協
議
を
必
要
と
す

る
難
事
で
あ
り
、
即
答
で
き
な
い
と
反
対
し
た
が
、
時
間
的
に
も
余
裕
が
な
い
と

説
得
さ
れ
、

つ
い
に
同
月
二
十
二
日
、
運
河
会
社
と
の
間
で
仮
契
約
を
結
ぶ
こ
と

(6
)

と
な

っ
た
。

し
か
し
、

こ
の
仮
契
約
に
つ
い
て
は
、
甲
州
社
中
の
古
屋

・
武
藤
が
、
新
水
道

に
と

っ
て
不
利
に
な
る
と
強
く
反
対
し
、
十
月
二
十
五
日
蒲
原
宿
四
百
三
十
九
名

の
賛
同
を
得
、
先

の
仮
契
約
に
反
対
す
る
旨
嘆
願
書
に
認
め
、
蒲
原
宿
総
代
と
と

(7
)

も
に
古
屋
は
県
庁
に
出
頭
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
静
岡
県
側
は
、
と
も
あ
れ
仮
契
約
に
従

っ
て
欲
し
い
旨
説
得
に

つ
と
め
た
。
仮
契
約
で
運
河
排
水
路
を
兼
る
停
船
場
以
南
新
水
道
に
連
絡
す
る
部

(8)



蒲原薪水道の建築と経営について(二)

分
が
、
新
水
道
増
築
工
事
と
し
て
新
水
道
側

の
手
に
よ

っ
て
完
成
後
は
、
新
水
道

取
入
口
か
ら
連
絡
部
分
ま
で
は
不
用
と
な
る
た
め
、
新
水
道
取
入
口
を
遮
断
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
二
十
六
年
ま
で
は
遮
断
し
な
い
こ

と
と
し
、
富
士
川
か
ら
直
接
新
水
道
を
通
過
す
る
の
が
便
利
か
、
そ
れ
と
も
新
運

河
を
経
由
し
て
新
水
道
を
通
過
す
る
の
が
便
利
か
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
従
来

通
り
の
新
水
道

の
利
用
を
提
示
し
た
。

こ
の
た
め
、
古
屋
は
説
得
に
応
じ
、
嘆
願

(
8
)

書
は
二
十
九
目
に
な
り
蒲
原
村
の
戸
長
を
通
じ
て
返
却
さ
れ
た
。

一
方
、
静
岡
県
側
は
出
頭
し
た
古
屋

に
対
し
、
新
水
道
を
会
社
組
織
に
す
る
こ

と
を
指
導
し
た
。
そ
れ
は
、
二
十
年
七
月
許
可
さ
れ
た
支
消
金
取
立

に

つ

い
て

は
、
負
債
返
済
ま
で
の
条
件
で
あ
る
か
ら
、
返
済
の
後
は
、
取
立
を
中
止
さ
せ
る

こ
と
は
許
可
者
で
あ
る
静
岡
県
の
権
限

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
も
し
こ
れ
を
会
社

組
織
と
す
れ
ば
、
負
債
返
済
と
関
係
な
く
会
社
設
立
期
限
内
は
取
立
る
こ
と
が
で

(
9
)

き
る
と
い
う
の
が
、
会
社
設
立
を
指
導
す
る
際
の
県
側
の
説
得
理
由
で
あ

っ
た
。

こ
の
指
導
を
う
け
た
古
屋
は
、
早
速
社
中
と
協
議
し
定
款
等
の
関
係
書
類
を
調

え
、
同
年
十

一
月
十
日
静
岡
県

へ

「富
士
川
新
水
道
増
築
開
鑿
願
書
」
と

「新
水

(
10
)

道
会
社
設
立
願
書
」
の
二
通
を
提
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
負
債
残
金

一
万
三

千
百
二
円
十
四
銭
五
厘
に
増
築
開
鑿
費
千
三
百
九
十
円
余
を
加
算
し
、
新
水
道
会

社
を
設
立
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
と
も
に
増
築
工
事

の
目
論
見
帳
と
特
許
願
条
件
を
添
付
し
た
。

こ
れ
ら
出
願
書
に
は
、
塩
坂
長
兵
衛

・
佐
藤
台
助

・
坂
本
敬
義

・
古
屋
典
義
の

四
名
が
署
名
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
武
藤
藤
太

の
名
前
が
見
え
な
い
。
そ
れ
と
関

連
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
十
二
月
二
十
四
目
に
な
り
、
武
藤
と

(
11
)

古
屋
の
連
名
で
伺
書
が
静
岡
県
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
二
十
六
年
ま
で

の
新
水
道
遮
断
延
期
に
関
し
、
静
岡
県

の
斡
旋
に
よ
り
遮
断
を
延
期
す
る
こ
と
と

な

っ
て
い
る
が
、
い
つ
都
合
次
第
に
遮

断
が
行
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
し
て
、

遮
断
さ
れ
た
際
の
新
水
道
側
の
困
難
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
新

水
道
の
興
廃
に
関
係
す
る
大
事
の
処
理
は
、
坂
本
に
武
藤
は
委
任
し
た

こ
と
は
な

い
と
言
い
き
り
、
負
債

の
支
消
の
で
き

な
い
時
は
、
県
が
処
理
を
し
て
く
れ
る
の

か
と
迫

っ
て
い
る
。

こ
の
伺
書
は
、
蒲
原
村
戸
長
役
場
も
、
庵
原
郡
役
所
も
経
由
せ
ず
、
し
か
も
増

築
願
書
等
が
既
に
提
出
さ
れ
た
後
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
翌
三
十
五
目
却
下
さ
れ

(12

)

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
運
河
会
社
設
立
に
と
も
な
う

一
連

の
問
題
に
つ
い

て
、
新
水
道
内
部
の
復
雑
な
対
応
の
仕
方
ー

特
に
現
地
を
は
な
れ
て
い
る
甲
州

社
中
の
問
題
処
理
に

つ
い
て
の
不
満
と
、
新
水
道
経
営
に
対
す
る
危
機
感
が
、
先

述
し
た
古
屋
の
行
動
と
と
も
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

2

富
士
川
新
水
道
会
社
の
設
立

明
治
二
十
二
年

一
月
二
十
六
日

「富
士
川
新
水
道
会
社
」
の
設
立
と
、
東
海
道

線
岩
渕
駅
構
内
停
船
場
か
ら
新
水
道
ま
で
の

「富
士
川
新
水
道
増
築
開
鑿
」
の
免

(
13
)

許
が
、
静
岡
県
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
二
月

一
日
の
東
海
道
線
国
府

津

・
静
岡
問
開
業

の
直
前
で
あ

っ
た
。

新
水
道
会
社
に
つ
い
て
は
、

い
ま
定
款
等
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
正

確
に
そ
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
し
か
し
、
二
十
二
年
の
考
課
状
等
に
よ

(14
)

り
あ
る
程
度
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
資
本
金
は

一
万
円

と
し
、
表
m
で
わ
か
る
よ
う
に
収
入
は
通
川
料

(支
消
金
)
の
他
に
、
水
路
敷
地

の
小
作
料

・
宅
地
料

・
水
車
借
地
料
等
が
あ
り
、
支
出
で
は
、
水
道
修
繕
料
、
役

員
給
与
等

の
他
、

一
般
経
常
費
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
収
益
金
は
資
本
金
償
却
積
立

金
、
非
常
予
備
金

の
他
、
役
員
賞
与
と
株
式
配
当
金
で
あ
り
、
決
算
は
年
二
回
六

月
と
十
二
月
で
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

会
社
経
営
に
あ
た
る
役
員
は
、
選
挙
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
、
社
長

一
名
、
取
締

役
五
名
が
選
ば
れ
て
い
る
が
、
取
締
役
中

一
名
が
支
配
人
と
し
て
日
常
業
務
に
従

事
し
て
い
る
。
な
お
会
社
新
役
員
は
二
十
二
年
五
月
五
目
に
選
ば
れ
た
が
、
社
長

は
塩
坂
が
な
り
、
取
締
役
に
は
武
藤

・
佐
藤

・
坂
本

・
古
屋
が
選
ば
れ
、
支
配
人

に
は
古
屋
が
あ
た

っ
た
。
当
時
の
株
主
と
持
株
は
表
W
の
通
り
十
二
名
二
百
株
で

あ

っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
会
社
組
織
に
は
な

っ
た
が
、
従
来
と
そ
れ
程
の
変
化
は
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
静
岡
県
の
指
導

の
理
由
と
さ
れ
た
会
社
組

織
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
会
社
の
特
許
期
間
三
十
年
間
に
わ
た
り
、
通
川
料
徴

収
で
き
る
こ
と
が
、
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ

っ
た
。
そ
の
通
川
料
で
あ
る
が
、
会

社
組
織
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
支
消
金
の
呼
称
を
や
め
、

通
川
料
と
呼
ぶ

9
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表皿 新水道会社損益勘定

研 究 紀 要

入 の 部 明治22年 上期 同年下期 同21年 下期

円 円 、

運 輸 会社通川料(入) 86,913
... .1

〃 〃(出) ,;・.:: 337.052 円
拡 達 会社 〃(入) 26.347 16.128 >1071.366

〃 〃(出) 150.266 109.676

甲斐運会社 〃(入) .:1: 39.242

〃 〃(出) is7.007 81.372 ノ

収 入 利 息 18.026 9.158

畑 宅 地 貸 地 料 3.378 53.235

水 車 貸 地 料 2・.520
一

水 車 水 曳 入 料 一 14.280

地 所 売 却 約 定 金 一 20,000

前 期 繰 越 一 11.600

総 計 1032.530 750.723

出 の 部

円 円 円

水 路 定 式 修 繕 費 83.153 223.383 215.282

割 引 勘 定 15.567 40.643

役 員 給 与 110.500 159.000 81.000

旅 費 日 当 45.300 22.200 ioo.000

郵 便 切 手 代 1.870 1.440

租 税 上 納 1.128 6.684

諸 経 費 16:617 79:075 107.033

支 払 利 息 一 7.400

貸 付 金 一 15.408

資本金償却積 立金 75,800 　

非 常 予 備 積 立 金 75,800 9.750

役 員 賞 与 金 75.800 9.750

純 益 配 当 金 530.995 175.990

総 計 1032.530 750.723

註1.三 人乗合は古屋 ・佐

藤(容)・塩坂(孝)。

2.「 第二回考課状」

(古7-1644)よ

り作成。

「第1回 考課状」(古7-1560),「 第2回 考課状」(古7-1644)

よ り作成。

(入)三 河岸方面か ら蒲原への貨物 。

(出)蒲 原 から三河岸方面への貨物 。

註1.

2.

塩

一
俵
〇

二
二
銭
、
諸
荷
物
○

・
六
銭
と
、

新
水
道
よ
り
○

・
二
銭
低
く
し
た
た
め
、

こ

れ
と
の
競
争
上
運
河
会
社
と
同
額
に
引
下
げ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
会
社
設
立
の
は
じ
め
か
ら
、

通
川
料
を
引
下
げ
ざ
る
を
得
ず
、
運
河
会
社

と
の
競
争
に
耐
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

っ
た
。
そ
し
て
、
従
来

の
運
輸
会
社
と
の

特
別
の
関
係
を
払
拭
し
、
運
輸
会
社
と
の
競

争
相
手
で
あ
る
拡
達

・
甲
斐
運
両
社
と
も
、

運
輸
会
社
と
同
様
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、

運
河
会
社
と
も
競
争
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
、
複
雑
で
微
妙
な
新
し
い
関

係
に
立

つ
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

通
船
料
の
引
下
げ
の
苦
し
い
状
況
の
中
で
、

支
配
人
の
経
営
的
手
腕
が
問
わ
る
こ
と
と
も

な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
新
水
道
会
社
設
立
は
、
東
海
道
線
の
建

表IV新 水道会社持株状況

(22年3月1日 現在)

株数

28株

40

24

30

30

27

5

2

1

2

6

4

1

200

株 主 名

驚
鞭
備覊
鰍蠹

塩

佐

平

武

坂

古

塩

佐

雨

新

宇

山

計

こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
額
は
、
静
岡
県

の
許
可
は
塩

一
俵
○

・
四
銭
、
諸
荷
物

一

個
○

.
八
銭
で
あ

っ
た
が
、
変
更
の
あ
る
時
は
届
け
で
る
.芝

と
葡

邊

目に
よ

り
、
塩
は

一
俵
○

・
五
銭
の
従
来
通
り

の
額
を
届
け
で
て
認
め
ら
れ
た
。
諸
荷
物

は
従
来
通
り

の
○

・
八
銭
で
静
岡
県
が
許
可
し
て
い
た
か
ら
変
更
は
さ
れ
な
か

っ

た
。
し
か
し
先
述
し
た
よ
う
に
こ
の
通
川
料
は
、
同
年
五
月
に
な
り
運
河
会
社
が

築

・
開
業
と
い
う
運
輸
交
通
上
の
大
き
な
変
化
に
対
応
し
て
、
運
河
会
社
設
立
に

よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
、
新
水
道
側
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
新
水
道
増
築

工
事
を
行
う

こ
と
を
条
件
に
新
し
く
会
社
設
立
が
許
可
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た

か

ら
、
増
築
工
事
許
可

の
際

の
特
許
条
件
が
会
社

の
性
格
や
そ
の
後
の
経
営
を
規
定

す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

増
築

工
事
出
願
に
際
し
五
か
条
か
ら
な
る
特
許
願
条
件
が
、
新
水
道
側
か
ら
静

岡
県

へ
出
さ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
静
岡
県
は
十
七
か
条

の
条
件
を
付
し
て
新

(
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水
道
増
築
免
許
を
与
え
て
い
る
。

ま
ず
新
水
道
側
か
ら
の
出
願
の
概
要
を
示
す
と
、
①
通
川
料
取
立
の
免
許

②

免
許
期
間
は
三
十
年

③
官
有
地
の
免
税
と
無
償
使
用

④
民
有
地
は
県
が
買
上

げ

の
上
払
下
げ

⑤
土
地
の
租
税
免
除
の
五
点
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
静
岡

県
の
許
可
は
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

Flo)



蒲原新水道の建築と経営について(二)

①
免
許
年
限

完
工
よ
り
満
三
十
年
。

②
通
川
料

塩

一
俵
○

・
四
銭
、
諸
荷
物
○

・
入
銭
。
但
し
変
更
の
際
は
届
出

る
。

③
官
有
地

無
料
使
用
許
可
。

④
民
有
地

会
社
は
所
有
者
と
協
議

の
上
買
入
れ
。
協
議
不
成
立
の
揚
合
公
用

土
地
買
上
規
則
適
用
許
可
。

⑤
起
工

・
竣
工

免
許
後

三
か
月
以
内
起
工
、
起
工
後
六
か
月
以
内
竣
工
。

⑥
工
事
保
証
金

着
工
目
迄
に
総
工
事
予
算

の
三
十
分

の

一
提
出
。

⑦
設
計

・
工
法

必
要
あ
る
場
合
変
更
を
命
令
、
総
工
費
予
算
の
十
分
の

一
迄

変
更
の
拒
否
不
可
。

⑧
免
許
取
消

五
条
違
反

・
工
法
違
背
の
場
合
。

⑨
原
形
回
復

免
許
取
消

の
場
合
。

⑩
水
路
維
持

免
許
年
限
中
会
社

の
義
務
。

⑭
水
路
維
持
過
怠

免
許
取
消

・
通
川
料
取
立
中
止
。

⑫
他
よ
り
の
妨
害

自
費
を
も

っ
て
解
除
。

⑬
官
府

へ
の
補
償
請
求

命
令
書
条
件
、
法
律
の
遵
守
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
よ

り
生
じ
る
損
害
の
官
府

へ
の
請
求
不
可
。

⑭
諸
帳
簿
等

整
頓
し
、
も
と
め
に
応
じ
検
閲
に
供
す
る
。

⑮
決
算
書

毎
年
三
月
提
出
。

⑯
二
十
五
年
経
過
後

官
の
必
要
に
よ
り
免
許
取
消
あ
り
、
但
し
そ
の
際
は
株

券
相
当
額
を
補
償
。

⑰
命
令
違
背

第
八

・
九

・
十

一
条

に
準
じ
処
分
。

こ
れ
に
よ

っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
新
水
道
側
の
提
出
し
た
条
件
の
う
ち
、
民
有

地
の
件

の
み
変
更
が
あ

っ
た
が
、
他
は
全
て
認
め
ら
れ
た
上
、
こ
れ
ら
の
保
護
を

加
え
る
と
同
時
に
、
厳
し
く
監
督
を
加
え
る
内
容
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
新
水
道
増
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
多
分
二
十

一
年
九
月
仮
契
約

の
時
か
と

考
え
ら
れ
正
確
な
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
静
岡
県
よ
り
建
築
補
助
金
が
支

出
さ
れ
る
話
合
い
に
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
静
岡
県
は
二
十
二
年
三
月
三
十
目

年
度
末
に
な
り
補
助
金
支
出
が
不
可
能
と
な

っ
た
た
め
、

こ
れ
に
変
わ
り
、
静
岡

県
取
扱
金
の
中
か
ら
増
築
資
金
貸
付
を
行
う
か
ら
、
新
水
道
発
起
人
と
蒲
原
宿
総

代
に
工
事
を
請
負

っ
て
欲
し
い
と
説
得
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
新
水
道
側
は
新
水

道
支
消
も
出
来
ず
に
い
る
困
難

の
中
で
、
補
助
金
な
し
に
貸
附
金
に
よ
る
工
事
請

負
は
で
き
な
い
と
拒
ん
だ
。
そ
こ
で
郡
長
大
塚
義

一
郎
の
斡
旋
で
、

こ
の
工
事
は
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運
河
会
社
側
で
請
負
う
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
水
道
側
、
運
河
会
社
の
双
方
は
あ
ら
た
め
て
契
約
を
結
び
、

新
水
道
側
か
ら
は
、
静
岡
県
に
会
社
設
立
免
許
及
び
新
水
道
増
築
命
令
書
の
請
書

を
提
出
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
十
九
年
以
来
の
運
河
会
社
設
立
に
関
す
る
新
水
道
側
の
反

対
運
動
に
終
止
符
が
打
れ
た
の
で
あ

っ
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
新
水
道
側
が
新
水

道
会
社
を
設
立
し
、
設
立
の
条
件
と
な

っ
て
い
た
新
水
道
増
築
工
事
は
、
運
河
会

社
に
肩
代
り
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
三
十
年
間
の
通
川
料
徴
収
権
限
を
手
中
に

し
、
運
河
会
社
の
営
業
を
認
め
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ

っ
た
。

運
河
会
社
と
い
う
、
新
し
い
鉄
道
に
よ
る
輸
送
手
段
に
直
結
し
た
強
敵
を
相
手

に
、
厳
し
い
競
争
を
迎
え
た
新
水
道
会
社
で
は
あ

っ
た
が
、
し
か
し
当
面
、
蒲
原

よ
り
新
水
道
を
経
由
す
る
従
来
通
り
の
輸
送
手
段
が
、
伝
統
的
強
み
を
発
揮
し
、

D

鉄
道
に
よ
る
新
し
い
輸
送
手
段
は
支
配
的
な
力
を
持
ち
得
な
か
っ
た
か
ら
、
新
水

σ

道
会
社
は

}
時
的
に
経
営
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

二
十
二
年
上
半
期
の
新
水
道
会
社
の
考
課
状
は
、

一
時
的
で
は
あ
る
が
新
水
道

活
況
の
原
因
と
し
て
次
の
点
を
あ
げ
て
い
る
。
第

一
は
、
蒲
原
宿
有
志
に
よ
り
創

業
さ
れ
た
蒲
原
回
漕
店
が
、
蒸
汽
船
の
定
期
航
路
を
開
設
し
た
た
め
、
蒲
原

へ
㊧

物
貨
輸
送
が
活
発
化
し
た
こ
と
。
第
二
に
、
運
輸
会
社
蒲
原
出
張
所
を
は
じ
め
と

し
て
、
拡
達
会
社
蒲
原
出
張
所
、
甲
斐
運
会
社
蒲
原
分
社
が
き
そ
っ
て
荷
主

へ
の

サ
ー
ビ

ス
に
努
め
、
蒲
原
浜
の
便
利
で
あ
る
こ
と
が
甲
信
駿
三
国
の
荷
主
の
注
目

を
ひ
い
た
こ
と
を
あ
げ

て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
二
十
二
年
上
期
に
は
、
前
年
下
期

の
四
割
強
の
貨
物
通
過
量
増
加
に
な

っ
た

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
各
社
が
努
力
す
る
な
ら
ば
、
「敢
テ
東
海
道
鉄
道
停
車
場
ヲ
中

之

郷
村

へ
設
置

セ
ラ
レ
、
同
所

二
運
河
会
社
ヲ
設
立
シ
タ
ル
モ
、
当
浜

ハ
海
上
ノ
便

利

ア
ル
カ
為
メ
、
敢

テ
憂

フ
ル
ニ
足
ラ
サ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
、
実

二
愉

快

ナ

ラ

ズ

(
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ヤ
」
と
楽
観
的
見
解
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、
こ
の
盛
況
に
安
じ
て
業

務
を
怠
り
、
運
河
会
社
や
天
然
の
要
地
に
あ
る
岩
渕
河
岸
と
の
競
争
に
破
れ
、
失



第23集研 究 紀 要

敗
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
戒
め
て

い
る
。

そ
の
好
況
の
様
子
は
、
表
H
で
わ
か
る
よ
う
に
二
十

一
年
下
期
か
ら
の
通
川
料

収
入
の
増
加
と
な
り
、

】
応
十
四
年

の
支
消
金
取
立
再
開
の
頃

の
水
準
に
ま
で
回

復
し
、
支
出
残
も
そ
れ
に
平
行
し
て
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
収
入
中
最
も
大

き
な
比
重
を
占
め
る
通
川
料
は
、
通
過
貨
物
が
前
年
下
期
に
比
較
し
て
四
〇
%
も

増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
六
十
二
円
余
の
減
少
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は

約
四
%
減
に
あ
た
る
が
、
こ
れ
は
運
河
会
社
と
の
競
争
の
た
め
、
通
川
料
を
五
月

一
日
よ
り
引
下
げ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
特
に
塩
に
つ
い
て
は
入
○
%

諸
荷
物
で
も
二
五
%
の
引
下
げ
に
あ
た
り
、
明
治
九
年

一
月
支
消
金
取
立
の
開
始

さ
れ
た
当
初
に
比
較
す
る
と
、
塩
で
八
三

・
三
%
、
諸
荷
物
で
も
五
〇
%
も
引
下

げ
た
こ
と
に
な

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
い
か
に
新
水
道

の
通
過
貨
物
量
が
増
加
し

た
に
し
て
確

通
川
料
収
入
は
明
治
九
年
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
少
額
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。

こ
の
引
下
げ
の
影
響
は
、
同
年
下
期
に
な
る
と

一
層
顕
著
と
な
っ
た
。
表
∬

.

皿
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
上
期
約
千
円
あ

っ
た
通
川
料
収
入
は
、
下
期
で
は
六
百

四
十
二
円
に
激
減
し
、
そ
の
差
は
三
百
六
十
六
円
余
で
、
三
六
%
を
こ
え
る
減
少

と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
通
川
料
の
減
少
は
諸
荷
物
の
減
少
も
影
響
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
塩
の
輸
出
だ
け
が
三
千
七
百
俵
余
の
増
加
が
あ
り
、
減
少

を
わ
ず
か
な
が
ら
救

っ
て
い
る
。

新
水
道
会
社
の
二
十
二
年
下
期
の
考
課
状
に
よ
れ
ば
、
富
士
川
舟
運
の
輸
送
貨

物
類
は
、
新
水
道
が
五
〇
%
、
岩
渕

三
〇
%
、
運
河
二
〇
%
で
あ

っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
信
ず
る
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
段
階
で
は
ま
だ
富
士
川
舟

運
全
体

へ
の
東
海
道
線
の
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、

創
業
以
来

一
年
未
満
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
運
河
会
社
の
取
扱
量
は
決
し

て
少
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
理
由
は
何
で
あ
漏
か
、
東

海
道
線
と
の
関
係
を
通
し
て
、

今
後
研
究
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題

で

あ

ろ

.つ
。註

nr-,r,321

丶ノ 丶一ノ丶凵ノ

ヨ ヨ 　コ

武武 国
藤藤鉄
家家百

鑾蛋
し_L_L

古古第
七七二目
巻
〇

六五
六六
二七

静
岡
県
宛
開
鑿
陳
情
書
。

新
水
道
乱
妨
方
届
書
。
同
古
七
ー

一
六

蒲
原
新
水
道
建

築
中
庶
用
留

等

に
よ
り
暴
力
事
件
等

の
あ

っ
た
こ
と

二
五

も
知
ら
れ
、
ま

た
別

に
中

ノ
郷
村
に
示
談
金
三
百
円
余

を
新
水
道
側

は
支
払

っ

て

い
る
な
ど
の
件
が
あ

る
。

(
4
)

「新
水
路

ヲ
要

シ
」

の
文
言

は
別

に
水
路

の
あ

っ
た

こ
と
を
う
か
が
わ

せ
、

今

後

の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

(
5
)
支
消
金
取
立
は
、
当

初
六
年
と
定

め
ら

れ
て
お
り
、
再
取
立
契
約

で
は
支
消
金

＼
、
引
下
げ
に

か
ら
ん

で
、
支
消

が
達
せ
ら
れ
る
ま
で
と
し
た
。
ど

の
よ
う
な
計

算

に
よ
り
、

い

つ
期
限
と
な

っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
今
後

の
検
討
が

必
要

で
あ

る
。

(
6
)

「武
藤
家
文
書
」
古

七
-

一
六

三
〇

旧
船
路
遮
断
伺
書

。

(7
)

「武
藤
家
文
書
」
古

七
-

一
四

一
五

通
船
に
付
伺
井
に
書
面

返
戻
通
知
。

(
8
)
(
7
)

に
同

じ
。

(
9
)

(
6
)

に
同

じ
。

(
10
)

「武
藤
家
文
書
」
古

七
ー

一
六
=
二

新
水
道
増
築
開
鑿
井

二
特
許
願
等
。

(
11
)

(
6
)

に
同
じ
。
文
面

か
ら
こ
の
提
出
者

は
武
藤

で
あ

っ
た

こ
と
が
わ

か

り
、

古

屋
は
武
藤

と
の
関
係

か
ら
、
古
屋
や

む
を
得
ず
連
名
を
ゆ

る
し
た

の
で
は
な

い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

(
12

)
(
7
)
に
同
じ
。

(
13
)

「
武
藤
家
文
書

」
古

七
ー

七
八
七

新
水
道
増
築
免
許
命
令
書
。

(
14
)
「
武
藤
家
文
書
」
古

七
-

一
五
三
〇

第

一
回
考

課
状
。

(
15
)
「
武
藤
家
文
書
」
古

七
-

一
六
三

一
新
水
道
増
築
開
鑿
井

二
特
許
願
等

の

中

の

出
願
の
副
書

に
よ
れ
ば
塩

は
○

・
四
銭
と
な

っ
て
い
る
が
、
但

し
増
減
が
あ

る

や
も
知
れ
な

い
と
断

り
が
書
き
添

え
て
あ

る
。

こ
の
た
め
県
は
許
可

の
際
○

.

四
銭

と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
16
)

(
10
)
・
(13

)
に
同
じ
。

(
17
)

(18
)

(14
)

に
同

じ
。

(19
)

(15
)

の
史
料
中

の
副
書

に
よ
れ
ば
、

二
十

一
年
中

の
新

水
道

通
過
貨

物
量
は
、

こ
れ
を
も

食
塩

一
八

五
、
五
三
五
俵
、
諸
荷
物

一
五
五
、
九
五
〇
個
で
あ

っ
た
。

っ
て
、
第

二
回
考
課
状

に
あ

る
新
水
道

・
岩
渕

・
運
河
に
よ

る
通
過
貨
物

は
、

五
対

三
対

二
で
あ

っ
た
と
す
る
対
比
を
参
考

に
試
算

し
て
み

る
と
富
士
川
舟

運

の
新
水
道

・
岩
淵

・
運
河
通
過
貨
物

の
年
間
総
量
は
塩
約

三
七
万
俵
、
諸
荷
物

約

三
〇

万
個
計

六
入
万
個
、

五
九

四
万
貫
(
約

二
二
〇
〇
〇
ト

ン
)
と
な
る
。

む
す
び
に
か
え
て

明
治
五
年
に
は
じ
ま

っ
た
新
水
道
建
築
計
画
は
、
そ
の
後
六
年
鰍
沢
で
の
富
士

川
運
輸
会
社
設
立

の
動
き
と

一
体
に
な
り
、
富
士
川
舟
運
開
始
以
来
の
輸
送
上
の

最
大

の
障
害
で
あ

っ
た
岩
渕
ー

蒲
原
間
陸
送
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
諸
問
題
解

決

の
た
め
に
す
す
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
七
年
十

一
月
に
着
工
し
、
翌
入
年
六
月

の
完
成
と
と
も
に
開
業
す
る
。
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こ
の
開
削
工
事
に
あ
た
り
、
多
額

の
建
築
資
金

の
借
入
は
、
当
初
よ
り
支
消
金

(通
川
料
)
取
立
を
も

っ
て
償
却
す
る
計
画
淤
た
て
ら
れ
、
運
輸
会
社
の
手
に
よ

っ
て
そ
の
取
立
て
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
最
初

の
三
か
年
は
ほ
ぼ
順
調
に
進
め

ら
れ
た
取
立
も
、
十

一
年
鰍
沢
に
運
輸
会
社
に
対
抗
す
る
送
達
会
社
が
創
業
さ
れ

た
た
め
、
そ
れ
と
の
競
争
上
中
止
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
。
そ
の
後
、
十
四
年
九
月

よ
り
取
立
は
開
始
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
十
二
月
送
達
会
社
の
後
身
と
し

て
、
拡
達
会
社
が
設
立
さ
れ
る
に
お
よ

ん
で
、
富
士
川
で
の
運
輸
会
社
の
独
占
は

破
れ
、
そ
の
影
響
に
よ
り
、
薪
水
道
通
過
船
は
減
少
し
、
通
船
料
の
低

落

が

進

み
、
新
水
道
の
経
営

は
極
度
に
悪
化
し
て
い
く
。
こ
こ
に
起

っ
た
の
が
、
東
海
道

線
開
通
と
そ
れ
に
と
も
な
う
富
士
運
河
会
社
の
設
立
で
あ

っ
た
。

運
河
会
社
設
立
の
影
響
の
申
で
新
水
道
社
中
も
、
会
社

へ
と
組
織
を
変
え
、
設

立
以
来
の
運
輸
会
社

一
辺
倒
の
姿
勢
を
あ
ら
た
め
、
拡
達

・
甲
斐
運
両
社

の
通
船

も
認
め
、
経
営
の
再
建

へ
と
努
力
を
続
け
た
。
幸
い
二
十
年
代

の
運
輸
の
活
況
に

さ
さ
え
ら
れ
、
次
第
に
立
直
り
を
見
せ
は
じ
め
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
工
十
年
代
初
期
は
、
ま
だ
鉄
道

の
影
響
も
少
な
か

っ
た
が
、
や
が
て
東
海

道
線
開
業
の
影
響
が
、
富
士
川
舟
運
を
大
き
な
力
を
も

つ
に
い
た
る
。
そ
し
て
中

央
線
の
開
通
を
む
か
え
、
富
士
川
舟
運
に
大
き
く
変
容
す
る
こ
と
と
な
る
。

い
ま
、
富
士
川
舟
運
に
つ
い
て
東
海
道
線
開
通
の
段
階
ま
で
そ
の
跡
を
追

っ
た

が
、
は
た
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
ら
れ
た
か
は
、
今
後

の
課
題

で
あ
り
、
機
会
を
み
て
研
究
し
て
み
た

い
。
そ
こ
に
は
、
単
に
富
士
川
舟
運
の
問

題
だ
け
で
な
く
、
鉄
道
開
業
に
よ
る
内
陸
水
運
の
変
容
に

つ
い
て
知
る
手
掛
り
が

あ
り
は
し
な
い
か
と
期
待
す
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
鉄
道
と
い
う
資
本
主
義

の
先

端
を
行
く
輸
送
手
段
が
、
在
来
の
伝
統
的
輸
送
手
段
を
変
容
さ
せ
、
そ
れ
に
取

っ

て
変
る
過
程
で
あ
り
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ

.つ
。
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